


生
活
保
護
費
の
引
き
下
げ
は
生
存
権
を
保
障
し
た
憲
法
に
反
す
る
と
し
て
、

大
阪
府
内
の
受
給
者
42
人
が
減
額
取
り
消
し
な
ど
を
求
め
た
訴
訟
の
判

決
で
、
大
阪
地
裁
（森
鍵
一
裁
判
長
）は
22
日
、
「厚
生
労
働
相
が
生
活
保

護
基
準
を
減
額
改
定
し
た
判
断
に
は
裁
量
権
の
逸
脱
や
乱
用
が
あ
り
、
違

法
だ
」と
述
べ
、
基
準
に
基
づ
く
自
治
体
の
減
額
決
定
を
取
り
消
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

毎
日
新
聞
2
月
23
日
朝
刊 

29
地
裁
（原
告
約
９
０
０
人
）に
起
こ
さ
れ
た
同
種
訴
訟
で
２
例
目
の
判
決
で
、
受
給

者
側
の
勝
訴
は
初
め
て
。
引
き
下
げ
が
違
憲
か
ど
う
か
は
判
断
し
な
か
っ
た
。 

 

国
は
20
13
～
15
年
、
物
価
下
落
な
ど
を
理
由
に
、
生
活
保
護
費
の
う
ち
食
費
や

光
熱
水
費
な
ど
の
日
常
生
活
に
充
て
る 

「生
活
扶
助
」を
平
均
６
・５%

、
最
大
10%

 

引
き
下
げ
た
。
削
減
総
額
は
約
６
７
０
億
円
に
上
っ
た
。
各
自
治
体
も
、
国
が
改
定

し
た
生
活
保
護
基
準
に
基
づ
き
支
給
額
を
変
更
。
原
告
ら
は
居
住
す
る
大
阪
市
な

ど
府
内
12
市
に
は
減
額
決
定
の
取
り
消
し
、
国
に
は
１
人
１
万
円
の
慰
謝
料
を
求

め
て
い
た
。
判
決
は
ま
ず
、
国
が
08
～
11
年
の
物
価
下
落
を
考
慮
し
、
生
活
保
護
基

準
を
減
額
し
た
こ
と
を
問
題
視
し
た
。 

   

 

08
年
は
原
油
や
穀
物
の
価
格
高
騰
で
物
価

が
上
が
っ
て
お
り
、
同
年
を
起
点
に
す
る
と
、

物
価
下
落
率
が
著
し
く
大
き
く
な
っ
て
い
た
。 

ま
た
、
国
は
こ
の
間
、
物
価
が
４
・。
78%

下

が
っ
た
と
算
定
・し
た
が
、
こ
れ
は
テ
レ
ビ
や

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
物
価
下
落
を
考
慮
し 

た
も
の
だ
と
指
摘
。
生
活
保
護
世
帯
で 

は
、
こ
う
し
た
品
目
の
支
出
割
合
が
一 

般
世
帯
よ
り
も
低
く
算
定
根
拠
に
は
な
ら

な
い
と
判
断
し
、
「統
計
な
ど
ヽ
の
客
観
的
な

数
値
と
の
合
理
的
‘関
連
性
や
専
門
的
知
見

と
の
整
合
性
を
欠
く
」と
批
判
し
た
。 

 

そ
の
上
で
、
「健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
」と
い
う
生
活
保
護
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
国
が
基
準
を
改
定
し
た
判
断
過
程
や
手

続
き
に
「過
誤
、
欠
落
が
あ
る
」と
指
摘
し
、

生
活
保
護
法
に
違
反
す
る
と
結
論
付
け
た
。

国
へ
の
慰
謝
料
請
求
は
退
け
た
。 

名
古
屋

地
裁
判
決
（
20
年
６
月
）は
、
引
き
下
げ
に
つ

い
て
厚
労
相
の
［裁
量
の
範
囲
内
］と
認
め
、

受
給
者
側
の
請
求
を
棄
却
し
て
い
た
。  


